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三
年
前
の
本
欄
で
「
原
子
力
行
政
は
信
用
で
き

る
か
」
を
テ
ー
マ
に
執
筆
し
た
。
道
北
の
幌
延
町

に
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
が
建
設
し
た
「
幌

延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
地
下
施
設
が
約
束

通
り
、
埋
め
戻
さ
れ
る
か
否
か
が
、
原
子
力
行
政

の
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
に
な
る
と
指
摘
し
た
。
福
島

原
発
事
故
を
は
じ
め
、
相
次
ぐ
事
故
、
不
祥
事
で

信
頼
を
失
っ
た
原
子
力
行
政
が
ど
れ
だ
け
変
わ
っ

た
の
か
を
表
す
と
考
え
た
か
ら
だ
。
そ
し
て
今
、

幌
延
の
「
埋
め
戻
し
」
が
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

◇
　
　
　
　
　
◇

　
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
原
発
の
使
用
済
み

核
燃
料
を
再
処
理
す
る
過
程
で
生
じ
る
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
を
地
下
に
処
分
す
る
技
術
を
研
究

し
て
い
る
。
地
下
の
三
八
〇
㍍
の
坑
道
を
掘
っ
て

い
る
が
、
道
と
幌
延
町
は
研
究
セ
ン
タ
ー
を
受
け

入
れ
た
際
、
処
分
場
に
し
な
い
た
め
の
担
保
措
置

を
取
っ
た
。
道
、
町
、
原
子
力
機
構
（
当
時
は
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
）
の
三
者
協
定
、
放
射

性
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
が
た
い
と
し
た
道
の
「
核

抜
き
条
例
」
な
ど
だ
。
三
者
協
定
に
は
、
放
射
性

廃
棄
物
を
持
ち
込
ま
な
い
、
処
分
場
と
し
な
い
、

研
究
終
了
後
、
地
上
施
設
は
閉
鎖
し
、
地
下
施
設

は
埋
め
戻
す
こ
と
な
ど
が
明
記
さ
れ
た
。
担
保
措

置
と
し
て
は
「
埋
め
戻
し
」
が
最
も
効
力
が
あ
る

と
み
ら
れ
て
い
た
。

　
幌
延
で
の
研
究
は
二
〇
〇
一
年
か
ら
始
ま
り
、

当
初
研
究
期
間
は
二
〇
年
程
度
と
さ
れ
て
い
た
。

散 射 韻

　
夕
張
市
長
か
ら
転
進
し
た
鈴
木
直
道
・
北
海
道

知
事
は
、
幌
延
で
の
研
究
延
長
に
つ
い
て
、
八
月

の
記
者
会
見
で
「
三
者
協
定
の
遵
守
を
前
提
に
、

専
門
家
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
精
査
し
た
い
」
と

述
べ
た
。
四
月
の
知
事
選
で
は
、
北
海
道
電
力
泊

原
発
の
再
稼
働
や
幌
延
問
題
に
つ
い
て
、
明
確
な

方
針
を
打
ち
出
さ
ず
に
、
当
選
し
た
。

　
道
と
幌
延
町
は
、
確
認
会
議
を
開
催
し
、
研
究

延
長
の
是
非
の
検
討
に
入
っ
た
。
鈴
木
知
事
は
そ

の
結
果
も
踏
ま
え
、
最
終
判
断
す
る
と
み
ら
れ
る

が
、
そ
の
対
応
如
何
で
、
鈴
木
知
事
の
原
発
へ
の

姿
勢
、
さ
ら
に
は
中
央
と
の
距
離
感
が
明
ら
か
に

な
る
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
住
民
団
体
の
力
量
も
問
わ
れ
て
い
る
。

幌
延
周
辺
の
住
民
で
つ
く
る
「
核
廃
棄
物
施
設
誘

致
に
反
対
す
る
道
北
連
絡
協
議
会
」
は
研
究
延
長

の
申
し
入
れ
後
、
道
に
抗
議
書
を
出
し
た
が
、
こ

こ
数
年
の
活
動
の
低
下
は
否
定
で
き
な
い
。
運
動

を
担
う
住
民
は
高
齢
化
し
、裾
野
が
広
が
ら
な
い
。

　
今
年
四
月
の
幌
延
町
議
選
で
は
、
唯
一
の
反
対

派
議
員
が
二
票
差
で
落
選
し
た
。
住
民
団
体
か
ら

は「
議
員
が
い
な
く
な
り
、幌
延
町
の
情
報
が
入
っ

て
こ
な
く
な
っ
た
」
と
の
嘆
き
が
漏
れ
る
。
原
子

力
機
構
の
研
究
延
長
申
し
入
れ
は
、
そ
ん
な
住
民

団
体
の
弱
体
化
を
見
越
し
た
の
か
の
よ
う
だ
。

　
幌
延
町
で
放
射
性
廃
棄
物
問
題
が
浮
上
し
て
か

ら
約
四
〇
年
。「
幌
延
」
は
原
子
力
行
政
、
道
、

住
民
団
体
の
今
を
映
す
鏡
で
も
あ
る
。
　＜

洋＞

と
こ
ろ
が
、
原
子
力
機
構
は
二
〇
年
が
近
づ
い
て

も
、
明
確
な
終
了
時
期
を
明
言
せ
ず
、
地
元
か
ら

は
経
済
効
果
を
期
待
し
、
研
究
延
長
の
声
が
上

が
っ
て
い
た
。

　
原
子
力
機
構
は
八
月
二
日
、
研
究
期
間
を
二
八

年
度
ま
で
七
年
の
延
長
を
申
し
入
れ
た
。
終
了
時

期
は
明
言
せ
ず
、
そ
の
後
の
研
究
や
技
術
の
進
展

次
第
で
は
、
さ
ら
な
る
延
長
に
も
含
み
を
持
た
せ

て
い
る
。
そ
の
六
日
後
、
国
の
原
子
力
規
制
委
員

会
の
更
田
豊
志
委
員
長
が
幌
延
を
視
察
し
「
研
究

施
設
は
有
益
。
研
究
延
長
は
ふ
さ
わ
し
い
」
と
表

明
し
た
。
更
田
氏
は
原
子
力
機
構
出
身
で
、
研
究

延
長
の
環
境
づ
く
り
の
一
つ
だ
ろ
う
。

　
国
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
を
地
下
に
埋

め
る
方
針
だ
が
、
処
分
場
は
未
定
で
、
膠
着
状
態

に
陥
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
で
の
延
長
申
し

入
れ
は
、
処
分
場
に
転
用
し
た
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
疑
念
が
高
ま
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　
処
分
場
の
選
定
に
関
わ
る
原
子
力
発
電
環
境
整

備
機
構
は
全
国
で
説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、

多
く
の
会
場
で
指
摘
さ
れ
る
の
が
「
信
用
で
き
な

い
」
と
い
う
声
だ
。
仮
に
、
幌
延
が
研
究
を
終
了

し
、
当
初
の
約
束
通
り
に
地
下
施
設
を
埋
め
戻
し

て
い
た
な
ら
、
原
子
力
行
政
に
対
す
る
国
民
の
見

方
は
変
わ
っ
た
だ
ろ
う
。

◇
　
　
　
　
　
◇

　「
幌
延
」
が
問
い
か
け
る
の
は
原
子
力
行
政
だ

け
で
は
な
い
。

「幌延」が映す鏡


